
補助事業成果報告書 

補助事業の名称 高齢者リモート支援システム「きづなパートナー」のプラット

フォーム研究開発

補助事業の概要 リモート操作ツールやビデオ会議ツールなどの各種複合ツールの

一元化プラットフォーム開発

【研究開発の実施内容と成果】 

研究開発の実施内容 

背景と目的 

現在ＩＴサービスは日々進歩し、生活に有用なサービスが様々提供されているが、

デジタル・ディバイドの問題にあるように知識がないと操作できないサービスが多

い。超情報化社会において「誰一人取り残されない社会の実現」に向け、高齢者や

障害者などデジタル機器を上手く利活用できない方を対象にデジタル支援人材が、

被支援者のデジタル端末を完全リモートで操作補助し、ビデオ通話を実施しながら

コミュニケーションを図り、困りごとの支援（買い物支援など）を行う事（以下、

「きづなパートナー」）で、全国の高齢者・障がい者のデジタル・ディバイドにお

ける問題に寄与する。また、高齢者を支援する支援者の高齢化も進んでいるため

「きづなパートナー」のプラットフォーム開発では、デジタル支援人材にも使いや

すいプラットフォームを開発する。

実施内容 

「きづなパート」のプラットフォーム開発では、ビデオ通話やリモート操作など既

にあるICTツールを選定し、デジタル支援人材にも使いやすいように各ICTツールを

WEBプラットフォームから呼出し操作できるように一元化した。 

プラットフォームイメージ 



 

研究開発の成果 

プラットフォーム研究開発 

「きづなパートナー」のプラットフォーム研究開発では、以下のICTツールを活用

しデジタル端末を完全リモートで操作補助する事を実現した。また、デジタル支援

人材が利用し易いようにするため専用WEBサイトを開発した。 

 

ICTツール 

遠隔操作  ：Splashtop 

ビデオ通話１：zoom（デジタル支援人材向け） 

ビデオ通話２：Skype（ご家族向け） 

支援報告  ：メールおよびLINE 

業務支援  ：kintone 

※ きづなパートナーが保有するリモート訪問情報をKintoneアプ

リへデータ送信できるように開発 

（きづなパートナーを利用する福祉事業者などが、自社の業

務ツールの作成をKintoneで出来るように実装） 

専用WEBサイト開発 

リモート支援時に必要になる被支援者の登録や、スケジュール登録・支援開始操

作・記録・報告などのツールを開発し、操作や入力を簡易にした。 

実装イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

実証実験 

山口県岩国市協力のもと居宅介護支援事業者、医療機関に開発状況を説明しプラッ

トフォームを活用した実証実験を行った。 

※以下が実証結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




